
｜高井地方史研究会｜ 2016.8.6～7 

北信濃戦国武将ゆかりの史跡を訪ねる
一わたりあるく信濃武士一

長野県立歴史館村石正行

1日目匡酉 2時～

もとは越後国南魚沼郡の八海山のふもとにあり上杉家移封とともに会津から米沢

へ移転した寺院。もとは上杉域内にあり上杉家の位牌、上杉謙信が奉じた毘沙門

天、信州善光寺より奉持した善光寺阿弥陀如来三尊（秘仏）を収めている。善光

寺縁の宝物を多数収蔵するのでぜひ拝観したい。明治の神仏分離令で、上杉神社

と分かれ移転する。

LI::杉家廟所｜

法音寺より徒歩でわずかですのでぜひ参詣しましょう。初代謙信から 12代斎定

まで歴代上杉藩主はここに埋葬されています。東西 10 0メートル南北 18 0メ

ートル、樹齢400年の老杉が整然と並んでいます。近世大名の代表的な墓所と

して国史跡となっています。

l上杉神社・稽照瑚 3時～

松が岬公園となっている旧米沢城跡にある上杉謙信を記る神社。境内には上杉鷹

山の銅像が建つ。鷹山の藩政改革に抵抗した重臣層のクーデター（七家騒動）に

は須田・芋川など！日信州侍の関わりも深い。稽照殿は上杉家の宝物を展示する。

甲宵や武具は圧巻です。

i上杉博物鋪 4時～

国宝に指定された上杉家文書を常時展示する。期間によっては洛中洛外図扉風な

ど名品を展示する。

2日目匡盟 8: 5 0～ 

市河氏菩提寺栄村箕作常慶院を、信夫郡塩松城代から米沢へ移封されたあとに移

した寺院。市河氏の墓石は米沢特有の「万年塔」となっており、地域的な特徴を

感じさせる。

医困 9: 5 0～ 

高梨氏の菩提寺でもある。御館の乱で景虎方についた関東管領土杉憲政の墓も見

所。

医u 10:30～ 

泉氏の菩提寺でもと飯山五束にあった寺院。位牌堂は信濃縁の檀家名がずらりと

並ぶ。尾崎政重画像・座像も拝観予定。

匡週 1 1 : 2 0～ 

水内郡信更三水にあった竜泉寺。善光寺式阿弥陀如来は鎌倉時代の作であるが大

正米沢大火で黒く焼けこげている。

l宮坂考古鍋 1 2 : 0 0～ 

時間が許せば、前田慶次所用の甲胃を見てみましょう。
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1 天正十年（1582）の北信情勢

陳田満親の登場i

今金壱宰道正和十

川中島合戦では武田晴信についた須田本家と、長尾景虎方についた大岩須田氏に分かれた。

武田晴信の北信進出により、大岩城主だった満国・満親は長尾景虎を頼り越後国へ逃避。

いっぽう、須田家惣領だった信正は武田氏側についた。永禄四年（1561) の第四回川中島

合戦では満親は上杉方の先方として出陣した。なお「川中島合戦五箇度次第」をあらわし

たのが井上隼人正と清野助次郎である（県立歴史館所蔵）。

満親の活躍で特に上杉謙信の死後の家督相続の争い（御館の乱）では、景勝方につき功を

遂げた。また同時期に景勝の側近となった直江兼続もまた上杉重臣として名を知られるよ

うになる。天正十年には北陸で信長軍と対決した。信長の死後、海津城将として北信四郡

を支配。秀吉とも緊密な関係を持つ。

匝江兼続と須田満親｜

直江兼続の幼少時の記録は残されておらずよくわからないが、永禄 3年（1560）、長尾

政景の家臣樋口兼豊の子として越後国上田庄坂戸城（新潟県南魚沼市）に生まれたと伝え

られている。樋口家は、もとをたどると木曽義仲の養親である中原兼遠の子樋口兼光を祖

としているという（「中原姓樋口家系図其ー」）。また、兼豊は、飯山城将泉（尾崎）弥七

郎重歳（蔵）の娘を妻とした（「文禄三年定納員数目録 上」）。その縁もあり米沢にある

兼続の位牌は、尾崎氏の菩提寺東源寺に安置されている。兼豊の長女すなわち兼続の妹き

たは須田満親（須坂市）の長男満胤に嫁している。このように兼続と北信濃の関係は意外

と深い。

樋口家の兼続が直江家の養子となったのは天正9年である。そのいきさつは次の通りで

ある。

御館の乱での論功行賞のもつれから、上杉景勝側近の山崎秀仙が毛利秀広が天正九年に

殺されてしまった。そこでたまたまその場に居あわせた直江当主の信綱は、狼籍をはたら

いた秀広を斬りつけようとしたところ逆に殺されてしまったのである。信網は景勝の重臣

で、その義父実綱は長尾為景・晴景・謙信と三代にわたり仕えた政権の中枢だった。信網

には子がおらず直江家は断絶の危機に立った。景勝は名家が絶えることを惜しみ、同郷の

兼続を信網の未亡人お船に配し直江家を相続させた。

兼続の名前が史料にはじめてあらわれるのは天正8年ごろなのだが、彼の活躍が顕著と

なるのは、天正 10年、北陸での織田信長との対峠が最高潮を迎える「上杉家の危機」の

段階であった。当時信長は武田勝頼を攻め滅ぼし、北信濃まで兵を進めていた。また北陸

では越中国まで勢力を伸ばし、魚津城総攻撃をおこなっていた。越中の戦況は日に日に過

酷を極めた。最前線からの戦況報告は、このときほとんど兼続を通してから景勝へ披露さ

れている。最前線にあたる松倉城には兼続の縁戚須田満親が統括している。この時期の満

親から景勝への書状はまず兼続へ送られた。また、北陸在陣の諸侍が兼続に書状を送ると

きも満親の書状を添えていることが多い。なにより満親の北陸での活動は、兼続が上杉重

臣として活動が明確になる時期と一致しており、上杉氏の北陸支配の要として直江兼続と

須田満親との聞には太いパイプがあったことは疑いがない。満親は北陸の一向宗と水面下

で協力し、教如とともに五箇山でゲリラ戦を展開していたり、信濃門徒衆のとりまとめも
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依頼されているなど、越後への織田軍侵入を防ぐ防波堤としての役割を果たした。

いっぽう善光寺平から北上する織田軍を水際でくいとめる工作を担ったのが、岩井信能

である。

値江兼続と岩井信能｜

岩井信能はもとは飯山の千曲川左岸地域の豪族の地縁的な結びつきをもった泉一族の一

流とも言われるが、戦国時代は中野の高梨氏の家臣であった。御館の乱で景勝方についた

信能は、天正7年に飯山領が武田勝頼支配となると、父とともに越後国春日山城下へ移住

した。飯山領だけでなく北信濃の武士は、川中島合戦を経て本貫地を守るため武田家に属

したものも多くいたが、そのいっぽうで武田の支配を好まず、信濃を離れ上杉家臣として

越後で生き延びた武士もいたのである。

天正 10年勝頼が滅びると、信長の侵攻の足音がひたひたと越後まで聞こえてくる。

直江兼続は岩井信能と起請文を交わし次のような誓いをたてた。

①信濃と甲斐がこのたび立ちゆかなくなったため、すでに越後は難しい局面に立ち至った。

岩井殿は無二無三のご奉公の心根であり、頼もしい限りである。

②私（兼続）とこのような誓いを神に対してたてたのだから、我らの行末の浮き沈みはも

はや運命をともにしたも同然である。

③よそで色々とはかりごとを言われることがあっても、いっさい信用しないように。

このように信能は兼続と起請文を取り交わし、景勝のためともに身命を賭けて働く運命

共同体となることを誓ったのである。信能はおもに飯山地域の武田旧臣を上杉家へ仕官さ

せ、国境警備を充実させることを強化した。 この動きは活発かつ効果的であったようで、

景勝本人も「その方の稼ぎで、このたび海津北の諸士をことごとく味方につけたこと、そ

の功績は浅からざる次第」と褒めた。しかし若き信能に対して「このような工作が延々に

続くようだと敵に悟られ、必ず滅亡せするから迅速かつ念を入れおこなうように」と釘を

刺したほどだった。信能は兼続に対しては「外様衆と呼ばれる泉一族の者が謙信の時代の

ように再び忠義を尽くしたいと、飯山に侵入した敵を追い込んだらしいが、自分はこんな

ところにいて信州に出陣できないというのは無念だ」とか「この外様（飯山）のものたち

を再び上杉家へ取りなしたいから私もはやく外様へ送って欲しい」と心中を吐露している。

こうした取り込み工作は、信能のほか長沼の島津忠直も活発におこなっている。これら

の結果、信長滅亡後の天正 10年6月以降には続々と北信濃の諸氏が上杉傘下となり、名

実ともに善光寺平が上杉景勝の領国となっていったのである。

i直江兼続の配下となった高井の武士たち｜

上杉家臣のうち、兼続の直臣集団を与板衆（江戸時代は与板組）と呼ぶ。北信濃出の武

士のなかにも、松木内匠助（高井郡）・白鳥源蔵などが与板衆に数えられる。井上孫左衛

門・高梨外記など、はやくから越後に所領を持った一族も兼続直属の武士であった。また

西条喝食麿（松代）は兼続から名字を与えられている。名乗りの免許は主従関係の重要な

要素である。

天正 10年5月、武田旧臣だった坂田采女ほか安部・町田・桜井・加藤・服部・芦川・

上原・成田・大峡・市川・宮越・吉原・岩村といった井上十七騎とよばれる面々が兼続の

もとへ服属した。これは井上衆と呼ばれ井上達満抱えの士豪集団、いまの須坂市内に出自

を持ったものたちである。大滝能安・町田元秀・西沢太右衛門・八町伝助らものちには兼
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続配下となっている。北信の武士と兼続のつながりは深かった。

2 会津へ移った信濃武士

橿隻 ーヒヰ主主君を眉券と＝量豊富至ヲ写王宮｜

上杉景勝、秀吉に謁見し帰順天正 14年（1586)

天正 16年（1588)

天正 17年（1589)

天正 19年（1591)

文禄元年（1592) 

文禄 3年（1594)

慶長 2年（1597)

慶長 3年（1598) 

景勝再上洛（直江兼続と高井郡須田満親、ともに豊臣姓をもらう）

小田原攻めを命じられる→出羽庄内を拝領

景勝再々上洛

景勝 5,000の兵で名護屋着陣、朝鮮出兵（～文禄 2年 9月）

伏見城普請に 4,000名出立。景勝秀吉と謁見（以後慶長3年まで在京）

伏見城補修のため 4,000名動員 くこのころ景勝五大老になる＞

1月 10日秀吉、景勝に対し、会津若松 120万石に転封を命じる。

8月 13日秀吉逝去（62歳〉

｛ 

1600年（慶長 5)

関ヶ原合戦家康の会津攻めへの備え

①関東口 白河城長沼城 ②伊達・最上氏

対策梁川城高畠城

③越後（堀秀治）対策伊南城

東軍： 7月 24日下野小山に家康到着→2

5日家康、大坂西征へ作戦変更

上皇中室越｜｜ 人数｜% ｜ 備 考

44 I 36. 1 I譜代直臣が多い

下越 14 11.7 外様i日族が多い

信州 27 22.5 川中島四郡の旧族

先方衆 22 18.3 芦名、蒲生の旧臣

その他 13 10.8 出身不詳を含む

表千石以上の信州出身侍（会津時代）

表北信濃関係武士の所領規模（会津時代）

地域 域名 人物 右高（単位：右）

羽州置賜郡高畠域 春日元忠 4000 

奥州 梁川城 須田長義 20000 

大森城 栗田国時 8300 

宮代城 岩井信能 6,000 

塩松東城山浦景国 6 500 

塩松西城市河房綱 6 700 

長沼城 島津忠直 7,000 

白河城 羊川正親 6000 

白河城 平林正恒 3,000 

伊南城 清野長範 11 000 

上杉軍：最上攻め 直江兼続の指揮で与板衆が出陣

信濃武士も多く出陣し、麓JIf宣忠、桜井主計らが戦死。
ゃながわ

伊達政宗の侵攻 福島城（本庄氏）・梁川城（須田氏）の防戦

9月 15日、関ヶ原合戦で西軍敗北圧豆圏翌年米沢に減封
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上杉入部前の米沢
がもううじさと

伊達政宗領→天正 19年蒲生氏郷（会津鶴が城主）の臣蒲生郷安が入城

蒲生時代の米沢人口 1万弱（侍 2000、農・職人ら 6000人）城下は千数百戸

→慶長5年会津から上杉家臣約 6000騎、その他あわせて約3万人が移住

慶長5年（1600）関ヶ原合戦→慶長6年米沢・伊達・信夫30万石へ減封

大坂陣出陣（徳川家康への忠節の証しをみせつける）慶長 19年 上杉勢侍 29氏約 3,000名

先方隊 須田大炊介長義（鴫野表の戦い 大坂冬の陣最大の激戦）→感状・短万を賜る

市河・芋JII・岩井・島津・香坂・夜交・平林・井上・綱島・仁科・西僚・大室ら侍組の

半数が出陣、市河房綱、大俣吉元、桜囚獄、関新右衛門、麻績兵左衛門ら戦死

（全 300名戦死率： 1割）

写真長谷堂合戦図扉風

写真徳川秀忠感状（須田大炊助長義あて）史料 15 

慶長3年 (1598）正月、豊臣秀吉は上杉景勝に対し、越後・川中島を蔵入地とし秀

吉直轄とするかわりに、会津・米沢・信夫を交換し佐渡・庄内とあわせ 12 0万石の大大

名として移住させると命じた。兼続は、信濃の長沼・海津域を秀吉奉行石田三成に引き渡

し、無事会津へ移住するよう 17箇条の命令書を出した。島津忠直・須田満親に対しては

念を入れ業務遂行するよう命じた。武士身分のものは足軽に至るまでことごとく家族・中
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閉まで引き連れること、命に背くものは遠慮無く成敗せよ、という厳しいものだった。た

だし武士であっても現在土地を耕し年貢を納める半農については残していくこと、すなわ

ちこの移封では士農分離が徹底されたのである。

突然の命令で、信濃侍もおおいに混乱しただろう。家をあげての議論もあったに違いな

い。更級八幡宮の神宮松田盛直は、神主職を一族の縫殿助に譲る旨の手形を残して移住し

ていった。綿内氏は会津へ移住し小山家を継ぎ、高井郡に残った分家は帰農し代々の文書

の写しを大切に後世に伝えた。地域に残ったものは武士の身分を捨てることとなった。

「直江兼続一七ヶ条覚書」（一五九八年）

あいづへ引越候ものとも、おのおの知行知行の人足をもって、荷物以下運び候事、

いくかえりも荷物あり次第申し付くべく候。もし百姓等わがままをつかまつり、送り兼ね

候はば、成敗申し付くべく候（中略）この中、百使い候倖者の義は申すにおよばず、小者

・中間なりとも、今度まかり下らず候はば、則ち成敗致すべき事（略）

謎の死～須田満親

①員津留守役衆須田相模守

慶長三年ノ春自殺（「文禄三年定納員数目録」）

②重病ニテ卒（『上杉家御年譜』）

満親の跡を継いだのは2男の長義

長男の満胤（景実）は直江兼続の妹と婚姻した。天正一四年の小田原攻め後の戦後処理で

は八王子城番頭として活躍。文禄三年 (1594）の景勝上洛時には秀吉に謁見し太万・

馬を進上した。しかし慶長二年に勘気をこうむり 19 0 0石の知行を没収、京都で浪人と

なった。この年は多くの家臣が知行召し上げとなっている。家臣の領地を減らし上杉直轄

領を増やそうとする景勝の政策の一環だったとも考えられている。

満親の家臣はどうなったか？

江戸時代の中ごろの牧村に対する二三か村からの訴状には、牧伊賀守についての伝承が記

されている。これによれば、景勝の会津移封に際し、須田満親家中であった伊賀守は老齢

のため移住しなかった、という（『高山村史』）。

表2 北信濃関係武士の所領規模（会津時代）

地域 域名 人物 石高（単位：石）

羽州置賜郡高畠城 春日元忠 4,000 

奥州 梁川城 須田長義 20,000 

大森城 粟田園時 8,300 

宮代城 岩井信能 6,000 

塩松東城山浦景国 6,500 

塩松西城市河房綱 6,700 

長沼城 島津忠直 7,000 

白河城 芋川正親 6,000 

白河城 平林正慣 3,000 

伊南城 清野長範 11,000 
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2年半在京していた景勝は秀吉にいとまを乞い、越後へ戻ることなく会津へ入った。雪

深い会津へ移住完了したのは3月末であった。しかしこの年秀吉は病没し、天下の形勢を

うかがう徳川家康と、秀吉の執政石田三成との反目、そして慶長5年関ヶ原の合戦へと至

る。関ヶ原の合戦の端緒は三成と気脈を通じた景勝を家康が討伐することに始まる。景勝

はあらたに神指城を構築するなど家康に備え、梁川城（福島県伊達市）の須田長義や高畠

城（山形県高畠町）の春日元忠のように伊達・最上氏への抑え、白河小峰城（福島県結城

市）の芋川正親・平林正恒、長沼城（福島県須賀川市）の島津忠直のように関東口への抑

えなど、外敵の監視や防備を充実させた。また、兼続から伊南城将清野長範への書状など

を見ると、三成の使者が会津へ頻繁に訪れ兼続がこれに対応していたことが伺える。

米沢城の兼続は配下の与板衆を率い、最上領内へ侵入した。最上義光の長谷堂城を攻撃

し山形城を狙うが、義光みずからの激しい抵抗をうけ攻略しあぐねた。江戸時代に最上家

の絵師が描いた扉風には、兼続と与板衆の攻撃のようすが描かれている。兼続は鉄砲隊を

率いており、その書き込みには春日・高梨・芋｝II・綱島など信濃侍の名前が記されている。

兼続は鉄砲製造に力を注いだといわれ米沢に鉄砲屋町を建設した。ほかの信濃侍でも高山

仁助や町田元秀は鉄熔衆を任され、尾崎家には鉄砲扱いの口伝書が伝わる。木島又次郎は

梁川城三の丸土塁伊達政宗が須田長義を攻める

長谷堂合戦図扉風左上が与板衆

鉄砲衆を預かりこれを差配するよう高梨頼親か

ら命じられている。八町伝助と北村孫兵衛は兼

続の命で鉄抱の買い付けを任されたという。

関ヶ原で三成が敗北したという報を受け、兼

続は急逮米沢へ兵を戻した。このとき最上勢に

追撃で奪われたという与板衆の旗がいまも残る。

慶長6年、家康に恭順を示した景勝は、その

後家康への忠誠を誓う。信濃侍の運命も大きく

変わることになる。
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3 米沢藩30万石の上杉氏と信護武士

家名断絶を免れた上杉家だったが、家禄は会津・米沢・信夫・庄内 12 0万石から米沢

・信夫30万石へ減封となる。米沢はこのとき兼続が城将であったがもとは伊達政宗領だ

った。天正 19年蒲生郷安時代の米沢城下は千数百戸で人口 1万弱だったという。ここに

会津 12 0万石の上杉家臣約 6000騎、その他あわせて約 3万人が移住した。会津若松城

の引き渡しと米沢への移住については、兼統の側近春日元忠、平林正恒が完了させた。

米沢の町づくりには平林正恒が城下町建設の奉行となった。米沢城の四方を家臣団ごと

の屋敷割り編成をおこない城東地区には奉行・江戸詰家老・侍組、城南地区は謙信以来の

古参の武士である馬廻組の居住地区とした。城西地区には景勝側近の五十騎衆が集住し城

北は与板組とよばれた兼続の陪臣が住んだ。城下外には下級武士の集住地区を建設した。

慶長 19年 10月、景勝に徳川秀忠からの飛脚が届いた。豊臣討伐の兵を挙げよ、とい

うものだった。景勝は江戸の手勢を率い上洛し、米沢の兼続に対しては軍勢を整えて従軍
しぎのおもて

するよう命じた。家康・秀忠と面会した景勝は 11月25日には大和川南岸の鴫野表に陣
きむらしげなり ごとうもとコぐ

を張った。翌26日、大坂方の木村重成・後藤基次隊と鴫野表で戦った。

上杉軍の先鋒は須田長義であった。長義は配下の石坂新左衛門に命じ敵方に対して鉄砲

1 0 0挺を撃たせた。両軍は穆着状態となり石坂ほか 20名余りが戦死した。先鋒の苦戦
やすだよしもと

を知った第二陣の安田能元は、脇から須田隊に救援をさしむけ体勢を持ち直させた。挽回

をはかることのできた長義は、単身敵中に切り込み、敵将竹田兵庫と取組み合ったすえ、

これを討ち取ったが深手の傷を負った。長義の配下で現在の須坂出身、田子三介・真野次

郎助・北村茂助・青木五助なども戦功をたてた。

おなじく高井郡出身で兼続の配下坂田義満もこの戦いで豊臣秀頼の槍師範、穴沢盛秀を

討ち取った。駒形太兵衛は謹慎中だったが功名をあげるため密かに大坂入りし、義満とと

もに穴沢一族を討ち取った。米沢帰国後、晴れて赦免され御徒組に召し抱えられた。

直江兼続の妹を妻に持つ須田満胤も謹慎中だった。その子満統は母とともに本庄家に身

を寄せていたが、この戦いで功をあげ侍組に仕官できた。米沢へ移住していた北信濃出身

の上杉家臣のうち、このいくさに出陣したのはこのほか市河・芋J11・岩井・島津・香坂・

夜交・平林・井上・綱島・仁科・西僚・大室などであった。このいくさで、市河房綱、大

俣吉元、桜囚獄、駒形与兵衛、関新右衛門、麻績兵左衛門らが戦死した。須田長義は秀忠

から感状と短万「来国俊Jを受領した。上杉家臣のなかで万を拝領されたのは長義だけだ

ったが、戦いの疲がもとでこの年亡くなった。
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4 米沢に残る信濃武士の足跡

武士は戦いに明け暮れるイメージがあるが、様々な文化的素養を様々な手段で入手し広

範なネットワークの中でこれらを活用していたことはよく知られている。兼続についても

和歌や漢詩に長じていたことはよく知られている。漢詩文は、京都の五山寺院の僧たちと

の交流、とくに妙心寺僧南化玄興や相国寺西笑承免を師とし深められた教養であったこと

が明らかにされている。天正 16年（ 1588）の連歌会では景勝の発句に対し岩井信能

．須田長義・清野範真が二の句以下を詠じたことが知られる。

さて兼続は元和 5年（ 1619) 61歳で江戸で没した。嫡子景明は若くして没してお

り、兼続は養子も取らなかったため直江家はここに断絶した。

兼続の遺骸は米沢の徳昌寺に葬られた。徳昌寺はもとは越後国与板の直江家の菩提寺で

あった。この徳昌寺が上杉家の菩提寺である林泉寺と所領をめぐり相論となった。檀那で

ある直江氏の庇護を失った徳昌寺の僧は与板に引き上げ徳昌寺は廃絶してしまった。そこ

で、兼続夫妻の墓は林泉寺に、位牌は真福寺に移されることとなった。

兼続の亡き後、藩政を取り仕切ったのが兼続の与板組番頭平林正興であった。正興の父

正恒は更級郡の出身、兼続の片腕で米沢奉行職をつとめていた。この正興の手で正保2年

(1645）、位牌が東源寺に移された。東源寺はもと飯山にあった泉（尾崎）氏の菩提

寺であったが上杉氏の移封とともに会津上名倉（福島市上名倉）に移った。ついで岩井信

能が花沢（米沢市東）へ移転させ、中興開基となった。岩井氏は慶長3年まで飯山城将を

勤め、泉氏の一族とも伝えられている。直江兼続の母は泉氏の出であると言われているか

ら兼続の霊所としてのちに平林正興がこの寺を選んだのは、この由緒を大切にしたからに

他ならない。

東源寺には高さ 90センチの兼続の位牌がいまでも安置されている。位牌堂には開基の
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尾崎政重の座像のほか、岩井・平林といった寺ゆかりの信濃侍の位牌が所狭しと安置され

兼続と信濃との関わりを現代に伝える歴史的な場であるとも言ってよいだろう。
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5 移転した寺

－『ー．，．．－ ・-・- ．喧喧司・ ・・・・・・ 司F’F ’. ,,.._ 
寺院名 地域 宗派 開基伝承

1常慶院 米沢市南原 曹洞宗 開基市河能房水肉郡栄村の常慶院を、関ヶ原合戦後米沢へ分立させ中興

2律透競 米沢市中央七 曹洞宗 関墓穴永六年清野山城守善照 j青野家菩提寺

3長命寺 米沢市中央三 一向宗 景勝の時代に越後春日山へ移転、その後会津・米沢へ移転。

4東源寺 米沢市中央五 曹洞宗 開基尾崎政重慶長ニ年会津へ移転、同六年米沢城下花沢へ移転。

5龍泉寺 米沢市大町 浄土宗 創立慶長二年本尊善光寺式阿弥陀如来ニ尊は水内郡から伝来するという。

6耕沢寺 米沢市太田町 曹洞宗 八代｛屋代）安芸守の建立。

7栄総寺 米沢市桜木町 浄土宗 創立文禄一年武田ゆかりの寺。慶長二年会津、ついで米沢へ移転。

8西明寺 米沢市遠山田T真言宗 創立建長年間信濃越後国境に北条時頼が訪れた際創立関山は一階蛍信灘入道と伝J
9浄円寺 米沢市中央五 一向宗 創立慶長六年高田浄興寺一四世〈長沼浄奥寺出身〉稲田善芸が米沢へ来住建立。

10 照陽寺 米沢市城南 曹洞宗 創立永縁冗年信j農園海安寺龍吉が越後国春日山に創立会津・米沢へ移転。

11 法音寺 米沢市御廟 真言宗 越後から米沢に移転、善光寺より招来したという阿弥陀如来二尊を護持するという。

12 興国寺 伊達市梁HI 曹洞宗 開基須田長義梁川城将須田長穫が菩提寺高弁郡興国寺を分院して建立

13 泉秀寺 国見町 曹洞宗 大滝益兵衛実安が父信安の菩提のため建立

14 金剛院 福島市飯坂町 曹洞宗 岩井信能が父菩提を弔うため建立

15 常円寺 福島市松川町 曹洞宗 奈良沢家菩提寺

16 嫌林寺 月館町 曹洞宗 上倉昌安開基

17 仏母寺 福島市笹木野 曹洞宗 上甥誉正が建立しその母を開基となす

18 成願寺 福島市大波 曹洞宗 中曽根義清の建立開基義安

6 その後の信濃侍 藤沢周平『漆の実がみのる頃』はこのことを記した歴史小説

主塞盤整上杉家上杉治憲の側近による「藩政改革j 派と、古参重臣層の「謙信回帰J派

芋川延親・須田満主・清野祐秀・平林正在・千坂高敦・色部照長・長尾景明

尾崎家の資料調査 1741年（元文6年）五束耐・尾崎村等へ由緒を尋ねる書簡をだす。

おわりに

これに対して返答を五束・安田・尾崎・有尾・五荷の関係社寺が返答

を出す

明治新政府となり、武士身分が廃止された。米沢藩士のなかには、北海道屯田兵として苦

難を覚悟のうえ移住を決意したものもいた。そのなかには、信濃出身の市河氏・平林氏・

立岩氏などがいた。須坂関係では松木氏がいた。明治23年厚岸村に入った米沢出身者は、

太田屯田兵村を建設した。現在、松木氏の兵屋が記念館として残されている。
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室
長
思
議
成
人
協
同
織
間
的
践
の
家
隠
そ
れ
で
も
「
凡
将
」
だ
っ
た

w

；；
j
J
i
d
－
－
と
伝
っ
た
“
父
開
蹴
時
の
樹
臓
の
だ
う
っ
か
。

新
た
に
見
つ
か
っ
た
小
襲
五
議
中
｛
松
本
選
岩
波
ザ
県
議
議
…

長
時
議
状
（
県
立
歴
史
踏
離
｝
滋
を
め
ざ
す
点
醐
閣
は
傍
践
の
織
内
ぶ
犠
）
…

日
開
鮒
食
蜘
脱
（
白
0
0か
ら
使
綬
と
し
て
、
簡
各
氏
、
問
〈
旗
閣
は
仰
は
践
に
掲
離
し
ま
…

後
樹
）
で
牒
ぷ
村
氏
な
ど
に
武
凶
勝
頼
砂
探
す
〉
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一一一切一日一詰一判官諒一沼市民マ口、
2
4

恥川一一一日一
T
』

twu
……，一一…一一氏一
v

店…一四一一一一一…一一ニ
F

官一一一山岩山弘之
j

品川一日山
A

ニム一五一主ぷ一一一
N
T
L

一一一三……一字げ

う
数
外
わ
ゆ
手
戦
さ
も
あ
っ
な
っ
心
が
け
は
深
い
や

i
l惨
て

、

式

会

議

奇

襲

一

一

二

元

八

）

然

、

誌

で

者

…

既

定

義

…

idれ
る
観
光
容
も
多
い
と
川
書

2
2
2

信

一

市

襲

撃

手

続

繍

ん

ま

露

首

：

っ

。

議

に

、

会

津

川

二

十

万

石

凋

焚

腿

夏

祭

鱒

し

た

織

江

義

禁

じ

た

と

い

わ

れ

一

会

場

少

し

前

、

米

択

を

紛

れ

た

へ

の

同

儲

え

露

店

長

需

は

、

喜

怒

か

り

の

ご

；

暴

露

ム

？

！

？

降

、

議

繋

専

務

勝

は

悲

の

死

後

に

上

約

家

脱

線

慨

ひ

家

出

身

で

、

費

量

繍

市

町

・

造

語

、

こ

…

nz
箱
路
j

z

J

r

v

s

：

：

：

制

後

山

の

議

議

事

を

も

の

と

路

議

選

会

↑

あ

刊

一

、

寵

ギ

存

武

一

空

襲

撃

ー

ネ

…

日

閥

抗

っ

。

提

案

撃

、

議

だ

と

り

れ

ゐ

襲

五

…

「
窓

Jm吻
YJ

＆、3
、

g
r
F
、

，

、

iht

却
寺
門
仰
の
雌
脱
税
と
し
て
鱗
角
投
機
し
ご
し
宮
内
が
鈍
さ
れ
て
…

T
一

ぜ

恥

米

沢

と

探

も

つ

弘

治

り

ま

fρ
綿

織

話

器

護

い

る

議

お

融

界

…

出

湖

織

に

疹

い

態

喜

ん

で

い

議

さ

い

だ

奈

で

、

籍

船

と

襲

名

る

お

ど

、

袋

詰

援

の

議

儒

一

J

i

る
の
に
驚
い
た
e

芝

、

火

当

時

、

結

後

、

議

開

設

、

憶

と

の

憐

わ

け

が

灘

い

お

持

薬

品

た

と

い

議

…

山

形

皇

警

護

機

会

問

、

議

膨

ら

奈

か

議

の

義

務

・

2
4窓

ト
忠
護
士
議
展
開
時
代
的
警
の
め
、
警
お
い
米
沢
一
品
十
の
搬
を
し
て
き
な
っ
準
監
察
官
…

時
剛
警
似
か
よ
っ
た
純
情
が
城
下
の
露
の
案
内
緩
い
ヰ
水
内
部
な
ど
議
め
で
た
ち
は
甲
誌
に
従
い
、
議
撃
の
返
事
伝
選
が
若
に
費
さ
れ
、
議
か
た
費
者
不
H

刊
誌
も
、
酬
閥
さ
じ
い
る
a

ど
ち
り
も
、
一

あ
る
・
山
に
照
表
た
謀
長
野
と
い
う
織
を
い
た
延
彦
、
武
士
宮
ヘ
援
し
た
の
で
あ
る
。
こ
ほ
と
ん
ど
桟
っ
て
い
な
い
の
ら
地
詩
集
き
さ
い
ず
れ
も
議
侍
で
あ
っ
譲
葬
れ
島
氏
…

室
議
芸
深
い

φ

果
樹
栽
兇
つ
け
た
。
ち
ろ
ん
そ
の
伯
爵
や
中
間
閥
、
の
と
念
、
課
題
れ
や
り
艇
は
こ
の
た
め
で
あ
み
。
れ
た
。
だ
が
議
は
こ
の
と
た
。
び
た
の
い
し
担
問
一

苦
心
か
ん
a

襲
撃
準
金
リ
知
ら
れ
て
い
な
い
襲
警
め
、
震
以
外
は
議
室
涼
季
一
切
合
切
を
長
選
、
関
ケ
喫
結
実
家
凶
器
ほ
と
ん
ど
整
業
に
は
議
ゆ
か
り
の
〈
装
許
制
小
必
要
鰍
…

り
撒
い
で
一
品
一
時
間
さ
と
い
が
、
米
沢
と
舗
の
騨
史
的
す
べ
℃
移
住
性
よ
、
と
命
じ
持
っ
て
行
っ
た
α

磁
夜
、
北
一
議
思
議
に
織
対
し
た
た
し
な
か
っ
た
α

米
組
織
が
総
議
・
工
作
法
品
、
主
惑
な
需
品
書



ヂ
一
川
を
川
柳
政
い
ぶ
っ
て
針
和
知
、
欝
制
一

本
、
為
断
絶
、
そ
の
ほ
か
設
問
か
ら
替
え
れ
雲
港
、
に
な

団

地

内

震

と

し

た

。

主

象

っ

た

。

謀

議

師

法

改

…

副

官

存

ば

れ

る

ふ

議

各

語

、

お

い

襲

；

フ

ご

間

関

炉

削

減

と

の

抗

争

で

あ

っ

た

お

ま

の

と

し

メ

仁

詫

鶴

一

A
V
一
川
引
制

$
J＼
禁
罪
判
長
…
階
段
上
杉
り
繍
か
れ
て
い
℃
鉱
山
輸
掛
け
J

p
h
h郡
引

例

一

行

A

胞

の

購

譲

事

山

総

代

々

の

家

怒

鳴

議

吋

此

れ

た

九

機

偽

記

恥

誠

人

間

紙

統

m

T
q
f良
μ
々

が

尽

く

司

令

ほ

ど

の

大

詰

鐘

懇

話

警

護

で

禅

譲

将

警

の

し

李

嘉

警

…

二

一

一

附

問

問

一

一

一

役

取

り

付

品

、

委

託

義

一

一

一

議

謀

議

室

町

摺

れ

た

撃

で

者

欝

公

一

｛

C
を

ゆ

く

か

も

し

れ

な

い

。

い

ま

鞠

野

氏

｛

提

出

身

て

荒

寝

室

襲

名

霊

山

小

料

理

員

二

一

平

安

以

離

が

、

将

来

の

還

の

壁

、

三

F

民
会
一
室
壁
、
昇
段

γ
一
ぞ
き
べ
薬
事
識
に
い

記

、

の

宇

奈

ち

ぷ

比

案

と

お

る

と

の

議

で

お

三

露

出

身

記

、

警

や

警

会

不

審

議

撃

し
で
誌
が
等
々
、
必
し
い
の
討
の
心
を
ひ
と
つ
に
し
℃
こ
の
竹
般
の
ば
か
政
紘
一
掃
・
C
M奈
川
謀
、
器
開
後
、
一
社
ら
の
排
除
府
汲
め
た
a

護
職
制
勝
以
念
事
選
育
、
支
持
ち
は
議
ね
滅
私
慾
一

議
財
政
投
余
織
仔
ヘ
さ
れ
烈
力
し
て
欲
し
い
」
と
ふ
へ
検
称
コ
れ
る
露
註
（
せ
い
が
が
…
警
・
規
制
満
区
内
川
舗
は
父
叩
現
在
相
殺
し
て
返
答
転
対
秒
繰
り
滋
し
、

υ

数
々
の
た
め
に
が
。

た
。
上
村
議
議
長
の
う
約
支
援
し
、

2
2

し
や
ら
耐
々
で
あ
っ
た
。
長
義
明
、
告
発
す
る
と
俊
足
た
て
会
議
の
む
か
よ
れ
喜
一
れ
討
を
警
護
一

品
川
議
援
護
ム
手
数
、
警
の
誌
料
一
交
際
哲
学
一
治
米
の
議
富
市
議
、
市
長
銃
絞
め
返
却
制
の
悲
喜
怒
、
溶
か
る
ぷ
と
お
く
米
択
に
警
下
議
事
〉
ャ

h
yどいお／叩

院
の
裂
を
で
財
政
棄
を
お
と
減
ら
し
、
鶴
間
関
作
物
議
成
長
妥
九
三
一
二
議
議
長
凝
っ
堅
二
七
人
法
律
問
十
語
な
か
っ
た
。
こ
れ
議
い
た
で
た
…
織
だ
っ
た
？
な
議
議
一
車
整
…

合
同
閉
ざ
、
二
十
認
め
繁
義
凶
留
と
し
た
。
財
政
一
塁
い
治
警
護
し
た
の
は
、
反
対
し
た
。
こ
と
に
潜
行
・
条
宗
務
態
号
、
護
霊
童
簡
を
叱
時
議
政
は
治
溜
の
行
政
彼
儲
護
士
一
…
選
手
コ
そ
ん

設
抱
え
る
家
匂
に
な
る
。
八
の
予
約
め
に
竹
削
明
治
繍
の
繍

代
磁
波
の
時
代
に
は
閥
作
と
燦
械
業
液
を
域
り
入
れ
、
糊

般
機
財
政
で
偽
財
が
増
大
。

議
定
は
路
開
問
し
、
母
ナ
と
な

った
e

尚
道
（
関
山
〉
が
跡
占
化

繊
い
だ

P

瀬崎潮崎議粧品

処断された；種目をたち

噛
ナ
削
怠
伝
来
の
悶
笠
欄
間
｛
米
沢
市
よ
椋
縛
物
館
職
）
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一一一詑一一一点詰年一三者一一一三一
r

浅草…
g

近忘一一一一品吉川一百一正法一子一穴日正之官町一一品一一一一忠告一一一富一一去一若者吋一
2
2
4
3

諮問先
4SFWUU

均一一品吉田市山一守一一己
Z
M
F
r
z
話新潟器品目品官話一諮問一…事抱一一ト判官一三品川

た
と
伝
ろ
り
れ
る
e

十
一
月
援
m）
出
身
の
須
町
議
綴
の
か
皐
譲
を
蓉
蕗
け
、
体
…

十
一
一
臼
に
議
－
A
患
と
が
子
で
、
簿
と
し
て
名
高
い
＠
務
を
締
以
議
吋
話
た
e

蹴
義
一

会
じ
た
策
勝
は
、
大
和
川
南
抑
制
識
は
配
下
の
ふ
日
版
新
政
織
は
榊
中
身
敵
ゅ
に
切
り
る
＃
、
一

陣
の
鴫
野
表
｛
し
ぎ
の
お
ら
門
に
命
じ
て
鉄
飽
一
段
挺
が
接
融
将
の
竹
間
兵
織
と
事
念
日
一

て
）
に
陣
を
綴
り
、
一
…
土
ハ
た
せ
、
裂
は
蟻
設
態
・
と
っ
た
芝
、
こ
れ
を
討
議
…
一

日
、
大
阪
方
の
木
村
鍛
一
成
、
な
っ
た
s

し
か
し
鰍
の
被
勢
り
、
敵
砂
犠
過
し
た
a

一

後
鱗
甘
部
次
隊
と
戦
っ
た
。
僚
が
裳
磁
｛
う
ん
か
）
の
知
く
米
沢
へ
移
住
し
た
北
儲
濃
…

に
い
う
冬
の
陣
般
大
の
激
押
し
中
前
せ
、
行
縦
ほ
か
二
十
出
身
の
上
杉
家
臨
の
う
ち
、
…

戦
、
鴫
野
表
の
戦
い
で
あ
る
。
名
余
り
が
戦
死
し
て
し
ま
こ
の
戦
｛
い
く
さ
）
に
出
陣
…

ト
～
杉
穣
の
先
鱒
は
調
凶
長
、
っ
。
先
鱒
の
市
山
戦
b
u
知
っ
た
し
た
の
は
須
問
、
伊
川
、
縦
一

線
で
あ
っ
た
n

高
井
郡
（
須
惜
別
．．
 

開
の
出
品
川
能
一
瓜
は
、
脇
井
、
島
棟
、
議
縦
、
平
林
、
…
．

霊
平
松
審
議
護
主
計
一
控
訴
一

ゆ
・
上
級
の
武
士
の
半
数
で
…
一
戦
場
は
お
の
が
功
名
を
た

あ
っ
た
”
し
か
し
激
烈
な
戦
一
一
て
議
所
。

k
震

が

き

い
で
、
お
語
、
議
所
一
－
一
の
危
機
に
あ
っ
た
人
警
の

泳
、
掛
川
附
紙
、
駒
形
冬
品
衛
、
…
一
陣
で
は
、
家
慌
の
な
か
で
入

、
一
関
新
お
衛
門
、
隣
繍
訓
告
は
街
一
間
く
3
い
ド
ラ
マ
が
練
り
広

明
・
〉
一
本
門
、
り
が
戦
死
。
出
陣
し
た
九
…
一
ぜ
り
れ
た
。

‘
麓
展
千
名
の
う
ち
約
三
百
名
が
亡
勺
一
城
間
采
女
（
う
ね
め
）
一
端

τ
払
で
く
な
っ
た
9

こ
と
に
や
や
久
兇
一
一
満
は
、
井
上
十
七
融
制
高
ば

凶
行
刊
俳
郷
（
下
水
内
郡
栄
村
）
山
出
身
…
一
れ
た
、
商
話
双
山
井
上
げ
比
一
配

4
i

、
，
以
後
で
上
杉
家
家
者
だ
っ
た
市
河
一
ド
の
地
域
小
武
士
迎
合
の
…

↑一
J

側
、
ゆ
一
間
期
h
y
簾
艇
が
死
仁
υ、
競
…
一
問
時
現
住
の
調
板
市
雌
問
地

帯

14
割
肋
勝
の
払
っ
た
代
僚
は
大
患
一
城
砂
拠
点
に
し
て
い
た
も
の

－
憐
日
り
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
一
と
思
わ
れ
る
砂
の
ち
に
L
し杉

V
R
蜘

ι
働
さ
に
よ
っ
て
L

・
・
一
年
以
郡
の
存
一
一
家
に
従
っ
て
米
沢
繕
士
と
な

羽
司
剛
統
は
認
め
ら
れ
た
切
二
っ
た
こ
多
謝
・
家
警

告
の
余
路
一
意
戦
の
菱
、
意
…
一
時
議
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

む
か
ら
援
金
支
援
い
一
一
一
こ
の
糸
舗
で
は
川
護
緑

樹
燃
秒
受
け
る
。
上
杉
家
闘
の
な
一
一
一
対
時
は
版
間
氏
は
武
闘
偶
広

欄
一
切
か
で
刀
を
持
領
し
た
の
は
長
…
一
一
の
配
下
で
あ
っ
た
ら
し
い
e

臨
調
機
義
だ
け
だ
っ
た
が
、
戦
の
統
一
一
一
武
側
家
滅
亡
後
広
k
杉
鍛
勝

（
発
予
）
が
も
と
で
、
こ
の
…
の
家
賠
と
は
っ
た
。

院
亡
く
な
っ
た
や
…
上
杉
氏
が
家
名
存
続
の
た

a
Eペ
登

喜

一

め

に

誘

導

広

立

大

専
門
殺
事
）
…
蝶
冬
の
陣
に
、
議
満
は
ほ
か

争!t

しなの

陸奥高見

贈
官
民
忍
ニ
ム
ハ
O
O）伴、

関
ケ
原
合
戦
で
お
間
一
ニ
成
は

櫨
川
家
騰
に
敗
れ
た
。
一
－
一
成

と
気
脈
舟
混
じ
て
い
た
上
杉

綾
勝
は
、
こ
の
と
き
ほ
ど
家

名
存
続
を
危
ぶ
ん
だ
こ
と
は

な
か
っ
た
に
濃
い
な
い
。
務

策
、
一
日
一
一
十
万
γ

わ
だ
っ
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節
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蛸
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。
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潟
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械
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滋
仲
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融
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踏
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懇
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縄
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台
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蜘
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概
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潟
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反
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滞
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概
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瀦
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梁
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熱
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懇
勝
は
家
名
簿
織

の
た
め
‘
大
綬
冬
の
漣
令
、

域
機
川
川
敏
の
た
め
慾
戦
し

た
。
終
戦
は
匂
こ
の
戦
い
の

激
榊
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仲
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述
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縄
給
さ
れ
た
満
報
開
あ
て
の

ち
え
務
に
一
域
試
沼
氏
以

緩
め
藤
代
域
代
に
を
え
ら

れ
て
い
な
い

饗
務
が
記
品
4
L

童
相
瑚
唱
時
H
W叫
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潔
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嫌
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憐
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＋
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縮
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滋
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燦
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と
鴇
挫

で
も
総
仁
一
畿
一
朗
は
保
料

日
出
線
等
で
守
ら
杭
て
い
る
。

〈
村
密
議
行
毎
織
作
品
概
地
内
虫

館
轡
問
主
事
兼
学
議
議
〉

勺

組
仁
溜
幾
〈
議
域
一

m〉

同
協
会
議
溜
衆
瀦
足
鴨
川
（
ラ
ン

キ
ン
グ
で
ト
ッ
フ
を
鱗
る

な
ど
会
選
前
に
知
ら
れ
た

秘
議
で
怒
る
〈
加
俸
3
国内

く毎選土曜琵掲載〉

が
い
た
こ
と
は
あ
渓
り
知

ら
れ
て
い
れ
鳴
い
G

れM’C
瀦

幾
か
ら
鞠
践
に
入
っ
た
也

～
に
辺
地
譲
点
明
治
柄
米
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
一
族

は
武
拐
殺
る
ぞ
い
で
レ
ム
結

露
と
し
牧
密
先
轡
肺
洗
え
た
～
懇

で
ぞ
の
畿
認
は
惑
い

9
け
一
泊
仁

敏
明
用
問
闘
い

は
し
よ
る

と
e

組
仁

氏
M
U山
小
笠

間
期
誌
が
ら

分
か
れ
た

一
一
織
で
讃

窃
氏
と
縛

せ
き
後
持

ち、
J

こ
の

得
田
新
附
鮒
）
。

謀
議
市
仁
礼

増
産
地
戦
濁

織
と
時
ば
れ

た
撒
地
内
部
備
部
が
一
層
位
し
た

議
嫌
だ
。
こ
の
綴
窃
め
均

に
飴
な
格
安
名
簿
る
武
土弘治2空手

線上 保料、小委争点の地君子tがはえる匂このほ
か 5 騒の~11 縦文俊があり、 L>・rれるこの枚、

！以内！な量殺党主総 f武m・1二村 g f成機銭l:j 掛で

段械り縦ポする

s
目
、
司
’

し
た
よ
う

で
あ
る
。

古

く

は

絡
域
合
戦

。
盤
薬
ハ
／
＼
ぜ
ん
あ
ん
H
H

支
翠
の
一
綴
窓
令
一
知
え
た
文

議
〉
が
部
怒
し
で
い
る
か

一
波
宮
口
紙
な
す
者
獲
し
た
窃

紙
と
崎
明
ば
れ
る
線
総
な
文

擦
で
、
大
殺
さ
や
時
比
一
械
も
線

総ふ
W
Q耀
獲
の
形
状
に
A

品。

較
す
る
夜
叉
で
あ
る

v

。叫人

増
合
戦
M
M
s
絞
め
儲
濃
拭
士

に
機
す
る
文
幾
と
し
て
機

め
マ
診
し
い
も
の
で
あ
る
c

戦
用
潮
崎
代
、
州
閣
に
読
は

慈
欄
間
後
科
に
新
た
hw間m錨
慨

を
持
っ
た
α
松山
H
h

濡
裁
が

ら
妙
額
出
・
織
問
機
山
の
中

関
喝
を
出
掛
え
し
た
犠
婦

に
滋
た
る

U

お
そ
ら
く
濃

部
然
志
と
間
様

t

試
錦
織
問

怨
む
す
ぐ
殺
縫
い
た
の
だ
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／＼ 

中
野
市
字
小
鰭
に
あ
る

梨
設
の
鰯
鉢
〈
小
銭
〉

一
は
的
年
2
｛
丹
、
中
視
の
域

お
よ
ヴ
土
畿
を
巡
ら
し
、

公
溜
滋
鳴
の
た
め
ぬ
総
議

は
溺
町
内
唯

〈毎遜土曜器掲載〉

総
務
…
？
は
…
織
物
織
問
機
と

山内時
s

綴
綴
部
訟
ど
が
滋

mw
げ
が
在
れ
た
や
現
授
は
均
｛
同
一

捕
状
い
の
公
務
と
し
で
柑
慨
し

絞
れ
て
い
る
。

こ
の
銀
め
｛
オ
ト

殺
弘
治
3
一
体
内
ふ
湾
、

町
刺
殺
熱
い
は
飯
山
ω
械
に
こ
も

コ
て
説
的
撃
に
抵
抗
争

i

s
G
1
〈
永
婚
時
々
）
年
に

は
鍛
酬
明
か
ら
轡
町
出
域

の
留
守
一
話
役
中
市
v

命
じ
ら

れ
て
£
り
－
こ
の
燃
に
旗

J
U
J
C
 

1
、

一
試
滋
家
滅
亡
州
慢
の
1
5

3
2
〈
十
一
〈
定
治
）
録
、
畿
一

g
以
に
い
た
議
刑
制
州
制
緩
は

d

戦
勝
の
北
一
徳
濃
滋
お
い
山
合

わ
せ
て
お
織
の
↑
部
義
務

綴
ご
し
か
し
、
本
舗
の
山
中

館
の
鰭
は
既
に
小
邸
内
鰭

に
与
え
ら
れ
で
い
た
ο

ら

と
も
と
均
殺
で
お
っ
た
山
小

蜘
樹
氏
は

t

夜

交
ヘ
ト
抗
部
品
付
｝
〉

氏
と
と
も
に

武
母
方
に
く

お
し
‘
心
潟
梨

氏
祭
離
れ
て

、d
p

叫

ゆ

い

tLWナ
ハ

北
信
濃
に
覇
を
と
な
油
え

議
窓
を
驚
け

新
絡
を
広
け
た
、
円
以

4

機
へ

i
p
h
J
0
4
i
z

竹
〉
に
は
巾
野
の
中
心
総
ミ

小
銭
に
そ
れ
訟
で
の
や
野

肢
に
代
わ
っ
て
本
部
な
絡

し
、
し
む
鵠
殺
の
北
部
に
絡

を
と
は
え
る
ぷ
う
に
な
っ

で
い
た
と
さ
れ
る
。
鳴
蝉

絞
る
と
、
出
い
の
附
鋭
部
崎
掛
出

掛
川
〈
議
機
）
を
問
機
コ

越
後
簿
と
し
て
絵
入
に
変
化

’H
m
w
a
 

爪
判
掛
川
叩
邸
内
ぷ
〉

岬
咋

A6鍔
、
一
絞
殺
醐
問
、
U
L
L
名

川
織
っ
て
い
た
畿
殺
は
も
二

一
に
わ
た
る
懇
額
出
縄

の
唆
鳴
に
コ
い
て
依
料

が
機
関
一
円
、
邸
る
こ
と
は
ム
も

ち
ろ
ん
、
議
m
山
の
岬
川
端
機

液
に
よ
り
，
村
o
p
十
弥
之
、

演
館
、
議
滞
、
磯
部
民
地

の
一
綿
々
が
｛
出
廷
を
嫌
っ
て

務
た
こ
と
ひ
わ
行
て
も
場

か
ね
て
ん
か
江
町
1
品
目
し
み
の
議

鋭
民
受
熊
楠
燃
で
る
こ
と
は

総
広
務
総
民
救
清
め
榔
細
部

が
大
か
げ
い
こ
：
f
c
挙
態
務
総

し
で
い
る
叫
穣
姥
密
集
｝

い線ち〉
C

換
に
錦
織
し
続
け
令
一
氏
ま

始
年
に
小
説
成
に
術
開
謎
姓

管
内
科
…
凝
る
こ
と
ゆ
官
許
す
れ
ゆ

ど
し
て
和
解
。
山
中
離
に
撲

刊時保掛町一織は

こ
の
と
移
践
に
磁
機
鋒
と

し
て
上
山
町
織
の
亡
織
に
総

み
込
後
れ
、
｛
協
州
川
侍
と
は

ほ
制
さ
れ
て
い
た

φ

も
は

や
商
代
の
よ
う
な
戦
喝
輪

憲
と
し
て
の
性
絡
は
失
わ

れ
、
い
ん
杉
託
と
の
強
い
主

従
線
機
の
下
、
欝
の
所
鎮

め
一
一
勝
を
お
で
が
わ
汽
る

叫
加
入
ど
様
化
レ
で
い
た
ρ

〈
臨
時
糟
議
樹
・
議
野
市
立

博
物
識
字
議
勢
一
〉
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食器
穐 u

系
留
に
よ
る
と
、
武
m
胞
が
り
、
殺
犠
鶏
製
軟
か
ら
ゲ

迫
っ
て
診
た

1
5
5
？
の
替
斑
を
阿
波
せ
ら
れ
る
摂

〈
弘
治
3
〉
年
ご
ろ
、
議
で
江
戸
時
代
を
溶
い
半
、
抑

制
側
溝
努
色
紙
A

政
は
中
野
の
ら
れ
で
待
た
。

地
な
去
り
、
的
協
訟
を
判
的
で

1
8ウ
〈
じ
〈
明
治
Q
〉

鵜
斜
地
誌
の
と
き
、
縄
張
年
、
織
議
議
梨
療
の
政
務

徳
川
初
代
磯
薗
に
学
え
た
が
抽
出
掛
そ
正
式
に
所
有

J

と

さ

れ

る

の

明

治

何

年

に

は

自

殺

が

罵

高
梨
縮
刷
親
の
会
濠
移
住
強
か
ら
中
野
に
繰
っ
た
心

か
ら
邸
年
後
の
1
6
6
6
1
9
8
6
（
州
地
杓
引
〉
年
‘

〈
魔
女
円
。
〉
年
、
中
野
時
灘
識
は
中
野
明
へ
織
溜

（
村
〉
の
税
一
上
一
六
兵
衛
ら
さ
れ
，
今
一
は
に
韮
つ
で
い

が
川
井
一
一
部
在
閣
待
が
ら
る
み

山
小
錦
織
織
内
の
土
地
援
金
的
〈
平
成
m
d
年
め
溺

口
一
向
で
鱒
い
鞍
っ
た
白
崎
市
史
跡
指
定
と
間
忠
、
機
議

年
抱
月
、
穴
兵
織
と
お
鉢
禍
梨
慰
初
代
・
鵜
制
刺
殺

緩
呉
儀
は
鰭
議
議
郵
新
戸
高
延
ま
か
ら
毅
践
を
め
ぐ

獄
（
広
議
〉
に
そ
の
瀦
棚
機
器
続
講
を
配
し
た
古
文
幣

は
ど
約
内
i
O

Z
E
s
t
睦

：

n

h

E

s－
－

L
B

｝

O
点
が
中
野

4
4－E
J
4
L』
a
h
F
E
B

圃
曲
、
、
‘
，

h
司

1

－3
4
4
4
b

・‘
A

h

・i

‘EF

一
五
一
回
日
ス
ザ
量
、
J
J
出
立
怜

witヲ
rw

需
に
整
～
c

i
－

－

こ

d

h

d

イー；
l

i

i

4

ψ

I

れ
、
有
意
h
v
J

間

箆

い

間

取

り

創

出

家

の

手

こ

行

会

に

よ

っ

＝で
tg嘗
て

「

鰭

護

職

制
桝
明
燃
や
（
嶋
村
山
出

鍛
ヤ
公
選
議
議
料
開
紫
と
す
そ

の
館
跡
を
守
っ
て
窓
た
人

び
十
戸
止
の
ジ
ア
吻
が
裁
と
め

ら
れ
て
い
る
c

地
織
の
路

整
な
濯
が
ま
た
一
つ
縫
え

た
こ
と
を
磯
げ
た
い
か

〈
簿
糟
浩
樹
・
議
野
市
立

博
物
館
学
謀
議
）

マ
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〈毎遊土曜翠掲載〉

1
5
9
0
（
一
大
定
時
〉

母
、
小
館
（
議
斜
氏
鰭
路
〉

に
撲
っ
た
高
梨
瀬
崎
明
だ

が
、
わ
ず
か

8
匁
後
め
？

5
9
8
〈漆年、

引
出
し
、
怒
れ
、
謎
わ
な
い
替

は
成
散
す
る
と
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
百
議
製
本
家

後
年

整
控
端
科
一
惑
い
か

ら
会
津
へ
の

問
調
替
え
そ
命
じ
ら
れ
、
こ

れ
に
能
っ
た
。

こ
の
と
き
の
命
令
は
線

経
さ
杓
、
十
向
｝
投
同
地
検
一
品
京
、

蜘
都
中
電
持
は
も
ち
ろ
ん
中

鰯
（
ち
ゆ
う
げ
ん
〉
・
小

議
〈
こ
も
の
）
に
霊
忍
後

で
説
家
奉
公
人
は
ず
べ
で

と
そ
れ
に
仕
え
て
い
た
中

野
e

山
ノ
内
の
人
々
は
住

み
機
れ
た
地
受
去
り
‘
小

慾
の
鍛
同
凶
弾
び
高
梨
氏
の

手
占
化
離
れ
た
ひ

こ
の
識
梨
尽
に
は
距
家

が
お
っ
た

3

欄
崎
議
議
紘
一
氏

で
あ
る
。
樗
捕
閣
議
機
紫
の

証
文
を
進
上
し
た
。
築
滋
、

こ
の
綿
入
代
食
敏
感
磯
村
“

事
前
に
渡
し
た
記
さ
れ
、

地
一
光
む
人
と
協
力
い
、
れ

織
の
鰭
織
を
醐
闘
い
取
っ
た

の
で
あ
お
。

小
競
同
地
帯
ヴ
蟻
製
設

お
も
制
部
紫
、
櫛
崎
議
議
制
畑
氏

i
ー

と

潟

黙

殺

料

附

瀦

代

雲

仙

川
は
中
を
窃
称
す

嚇
ト
ペ
ペ
eu

る
人
々
の

川
一
階
制
手
に
撲
つ

2

て
延
納
附
た
の
で
お

あ
州
内
科
る
α
れ
緩

拠
出
判
脱
税
銭
円

J

f

ぷ

列
綜
附
域
特
よ
氏

新

（

殺

げ
d

－
受
我
議

離
鯵
山
氏
；

i
N

一y
j
i
g－

m附
L
L

紙
上
の
一
所
有

識

と

本

，＿曲、。

次
嚇
識
が
ら
は
第
五
議

「
村
人
た
ち
の
川
m
畿
の

戦
い
｝
め
タ
イ
ト
ん
で
、

捜
艇
の
動
会
む
問
視
ー
以
後
押
惜

し
掛
か
す
φ

八
〉
前
亙
訴
訟
「
高
鉛

氏
と
そ
の
館
跡
安
守
っ
た

人
々
〈
上
ど
で
、
（

h

航、主

体
仲
鱒
い
と
あ
る
の
は
「
永

豆
年
中
い
で
し
た
。



4 

特別寄稿

と
し
て
修
学
し
、
「
十
円
丈
一
兵

Y
L

一

腐

前

に

あ

る

が

、

明

治

維

新

に

よ

っ

て

利

釈

す

る

域

に

達

し

た

と

一

お

わ

れ

る

じ

ま

た

、

一

た

心

没

の

触

以

で

あ

る

法

お

寺

が

此

処

で

上

杉

九
山
知
刊
尚
も
妙
心
寺
住
職
と
な
り
新
衣
を
一
末
寺
向
は
、
一
つ
に
は
部
JU
川
か
ら
紋
久
日
家
の
お
弛
を
記
る
職
務
を
命
じ
ら
れ
て
移

…
訂
さ
れ
て
い
る
ο

一
一
峠
を
以
似
て
白
旗
松
原
か
ら
稲
川
大
橋
を
渡
転
し
た
も
の
で
あ
る
。
船
山

μ町
に
入
る

礎
安
元
年
（

1
6
4
8）
に
法
嗣
紘
山
一
っ
て
部
川
町
に
入
り
、
栄
町
に
河
途
す
る
と
鑑
か
に
千
勝
院
e

一
日
正
中
市
リ
等
が
あ
る
υ

が
禅
林
寺
を
引
絞
ぎ
、
学
問
所
「
…
内
林
丈
一
道
筋
の
？
附
側
に
あ
る
わ
二
つ
に
は
山
わ
か
従
っ
て
四
十
寸
前
川
の
名
称
が
用
い
ら
れ
た
こ

柑
ん
の
銭
守
と
し
て
文
殊
堂
を
部
設
し
、
で
い
っ
七
ヶ
市
街
道
を
経
て
向
島
町
か
ら
上
郷
と
は
全
く
な
い
り

納
付
粋
の
学
問
的
乾
と
な
る
が
、
以
降
は
間
一
川
川
井
村
に
出
て
川
ヰ
小
路
、
か
ら
市
内
に
入
そ
れ
ら
の
寺
町
の
存
在
は
城
下
守
備
と

学
者
が
藩
主
の
学
問
師
範
を
勤
め
、
禅
林
一
る
お
一
時
間
の
北
側
に
あ
る
。
一
一
ぶ
う
軍
事
上
の
必
療
の
か
ら
孝
え
だ
さ
れ
た

守
も
｛
一
必
勝
の
女
（
松
平
飛
騨
守
夫
人
・
法
一
北
寺
町
は
山
形
か
ら
亦
掲
を
続
て
北
一
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
お
り
建
時
代
の
城
下
町

泉
院
殿
浄
閥
、
水
、
心
大
林
）
を
配
り
、
守
口
ひ
一
町

9

長
問
か
ら
捌
町
に
一
ム
上
る
道
筋
の
ん
拠
出
…
に
は
何
処
に
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
ο

も
法
泉
守
と
変
え
て
か
ら
は
性
格
が
全
く
一
に
あ
り
、
中
守
山
恥
数
数
は
…
．
十
五
軒
を
数
え
一
米
沢
で
は
情
述
時
代
の
寺
院
が
、
江
戸
初

変

化

し

て

し

ま

っ

た

り

一

た

ο

期
の
域
ト
町
建
設
に
あ
た
っ
て
整
珂
統
合

一
小
松
か
ら
中
街
道
十
一
経
て
穂
町
に
奈
川
ゐ
さ
れ
て
守
町
の
郭
を
構
成
し
た
も
の
で

＝
一
、
米
沢
に
在
来
の
寺
院
と
一
と
、
北
寺
町
阿
ノ
了
が
東
側
に
あ
る
が
、
あ
う
え

越
後
か
ら
髄
従
し
て
き
た
寺
院
一
甘
い
お
厳
守
〈
も
と
徳
H
M
J
の
…
部
）
、
ト
恒
夫
ま
た
、
江
戸
時
代
二
百
点
十
年
中
に
姿

米
沢
の
城
下
は
城
郭
を
中
心
と
し
て
諸
一
向
に
入
っ
て
志
一
日
寺
が
あ
る
じ
小
松
か
ら
を
消
し
た
寺
院
も
少
な
く
な
い
。
明
治
維

土
屋
敷
・
町
人
単
数
（
街
人
”
職
人
）
守
一
間
街
道
を
殺
て
成
出
向
か
ら
川
県
防
阿
に
入
る
新
に
あ
た
っ
て
神
仏
分
離
・
路
仏
業
釈
の

屋
敷
が
同
心
円
上
に
町
割
り
き
れ
て
い
一
と
品
願
守
、
市
街
入
口

T
は
松
原
守
が
あ
荒
波
を
か
ぶ
っ
て
消
滅
し
た
守
院
も
あ

る
υ

そ
の
域
ド
か
ら
蛸
足
状
に
外
側
に
街
る
3

7

Q

ο

路
が
伸
、
び
、
そ
の
税
率
上
の
要
点
に
ト
リ
町
市
街
の
両
側
で
は
会
津
＠
忠
多
方
か
ら
特
に
、
修
験
道
は
明
治
五
年
九
月
に
溌

が
慌
か
れ
、
特
に

l

東
」
シ
ニ
ー
北
」
が
は
川
沢
を
持
て
館
山
に
入
る
道
路
が
伸
、
び
て
止
さ
れ
、
す
べ
て
の
守
院
は
加
熱
く
な
り
、

っ
き
り
し
て
い
る

U

い
る
が
も
こ
の
大
峠
較
は
公
式
の
街
道
で
鈍
っ
た
修
験
背
は

会
津
若
松
か
ら
綱
木
峠
令
経
て
本
山
内
に
な
い
せ
い
か
在
郷
民
の
北
川
口
提
示
、
e

が
殆
ん
ど

入
る
街
道
は
、
糸
川
か
ら
じ
軒
判
に
入
る
で
あ
る
c

例
外
的
に
御
峨
の
法
青
学
が
御

！下平忠1E氏
昭和 (j{j'. ( 193 l) 

米沢一巾・の町生まれ

l尽な米i尺輿議館高校、

山形大学教育学部卒業

県玄米iF~jf有楽jt;ij校に勤

：；王寺以米、 H 本史iJJ.~Yi教
諭として県、7；米沢東向、 3

；！日i]fミJj：” L－楽！？誌を除任。

J)l柱、山形県文化財

保設指導t;1に委嘱され

れr1~rilr/1 c 

忠正米沢城ぃI＇.に於ける仏教寺 j淀

向こう三軒衛隊カf寺院で橋成されている
米沢市東寺町の一角

米
沢
城
下
を
散
法
し
て
い
る
と
、

が
一
寺
孤
立
lJ
て
仔
在
す
る
の
で
は
な

く
、
軒
並
み
連
続
し
て
「
守
町
…
を
形
成

し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
に
現
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
ひ
然
も
中
を
覗
き
見
る
と
、

疑
M
’
告
で
作
ら
れ
た
格
子
戸
を
持
ち
、
人

件
原
作
り
版
根
で
覆
わ
れ
た
お
議
が
十
日
色

蒼
然
と
し
て
い
L

J
主
む
ご
、
る
c

d郊
こ

－

F
j
J
b
v

－f
w
l
v

’l
－1

 

は
五
輪
塔
が
入
れ
ら
れ
、
米
沢
で
は
「
万

年
盆
」
と
（
万
年
壊
と
も
）
呼
ぶ
っ

こ
れ
ら
米
沢
の

hv院
を
大
き
く
一
二
つ
に

分
献
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
リ

一
、
謙
信
組
堂
（
御
堂
と
も
）
に

奉
仕
す
る
真
言
二
十
一
ヶ
寺

華
民
卜
m出
J

J

ド
ヤ
ヘ

1
6
0
9
〕
六
日
五
寸
i

、

1

j

l
づ

／

、

：

j

：i

本
丸
の
東
南
に
お
さ
内
向
の
士
山
討
を
築

き
、
そ
こ
に
御
没
を
造
り
議
信
を
配
る
と

共
に
、
本
丸
斑
下
の
掛
を
隔
て
h

一
の
丸

に
寺
院
を
造
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
n

こ
の
守
院
に
は
能
化
衆
や
御
筑
紫
を
住
ま

い
、
川
ヶ
守
が
あ
っ

わ
せ
御
堂
の
仏
山
中
に
専
念
さ
せ
た
り

此
等
の
寺
院
（
人
々
）
）
は
法
氏
円
寺
（
制
限

酬
削
除
…
一
定
院
中
去
の
指
揮
下
に
入
り
、
門
従

と
し
て
御
栄
一
の
小
和
平
社
に
専
念
す
る
義
務
が

あ
り
、
知
行
も
総
出
で
五
十
γ

仰
を
給
付
さ

、し牛、』。

J
V
4
4
r
a
e
 

こ
の
二
の
丸
に
在
っ
た
守
院
は
現
夜
は

跡
形
も
な
く
、
合
の
線
γ
γ
そ
偲
ぶ
こ
と
さ

え
で
き
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
，
斤
六
十

年
を
過
し
て
米
沢
城
下
の
中
心
を
な
し
た

守
院
で
あ
っ
た
什

二
、
定
勝
め
育
成
所
、
藩
士
の
学
問
所

と
し
て
の
禅
林
文
庫
か
ら
法
泉
寺
へ

元
和
問
年
（

1
6
1
0
4
十
一
月
、
九

山
和
尚
を
迎
え
た
質
勝
は
、
小
山
…
江
兼
統
を

品
世
論
来
行
と
し
て
米
沢
の
海
士
’
け
子
明
神

の
関
に
臨
済
宗
禅
林
寺
を
閉
山
さ
せ
た
っ

九
山
の
指
導
の
も
と
、
足
利
学
校
と
五
山

丈
学
を
併
せ
た
内
容
で
、
米
沢
藷
の
学
問

一
同
が
出
来
上
が
っ
た
ぐ

「
ヒ
出
品
沙
み
t

品
十
仁

L
恰
凡
、

J
T
u
1
4
J
’
在
日
リ
H
E
3
4

7
H
d
f
k
一
－
a
h
，刀、
L
，yけ
い
を
刊
に
寸
H
ド
出
判
前

5 



歴史を歩んできた常慶院本堂

霊島

はヲおん L謙信公をはじめ米沢藩主12代の墓が、並ぶ

－山交パス白布高湯線
南原中前下車8分東南約BOOrn 

’境内入口に駐車場（20台分）

。JR米沢駅より西3.5k
－山交パス御廟下車3分
－境内西側j駐車場（バス2、車20台）

轟
住
職
一
二
十
八
世

一
瞳
宗
旨
曹
洞
宗

し
’
；
－
一
酉
創
立
応
永
五
年
（
1
3
9
8
）

w院
一
盟
関
山
明
翁
覚
永
大
和
尚

下
、
’
三
園
開
基
市
川
越
中
守
能
一
房
（
市
川
斗
由
比
一
城
六
代
）

れ
困
層
…
画
本
尊
釈
迦
牟
尼
仏

よ
百
一
置
本
寺
白
鷹
町
瑞
龍
院

じ
、
一
一
一
代
景
勝
と
従
兄
弟
に
当
た
る
本
悦
和

h
プ
尚
が
法
脈
を
継
、
ぎ
、
上
杉
家
と
は
関
係
深

i
い
曹
洞
宗
の
名
刺
で
あ
る
。

華
一
室
町
前
期
の
応
次
五
年
、
市
川
牛
見
城

〉
プ
六
代
の
市
川
越
中
守
能
房
を
開
基
と
し
て

メ
ミ
一
創
建
さ
れ
た
の
市
川
氏
は
代
々
曹
洞
宗
に

一
帰
依
し
、
長
野
県
下
水
内
郡
栄
村
に
常
慶

一
院
を
開
創
し
て
い
る
c

〈
孟
藤
良

E酒鼠E湿~：.・調揖置置:I~蓮宗書

寺宝として伝わる分福茶3訟は
群馬県館林市の茂林寺にある

タヌキの分福茶釜とは兄弟釜と

言われ、上杉謙信が愛用した

上杉家の定紋入の三宝に安置

されている。

疫病が大流行した年、この釜

で、炊いた僕米を食した病人が

次々全快という縁起蓄がある。

弥八郎狐が本悦和尚に土産と
したと伝わるキツネの分福茶釜

高
梨
良
興

覇
住
職
中
興
四
十
四
世

盟
宗
旨
真
言
宗
豊
山
派

h

－
↓
瞳
創
立
天
平
九
年
（
7
3
7
年）

一
ド
ザ
士
寸
一
一
園
田
一
関
山
聖
武
天
皇
の
勅
命
寺

ノ
「

L

盟
関
基
行
基
菩
薩

ぉ」
EEι
瞳
本
尊
大
日
如
来

う
し
ト
ヴ
醐
本
山
奈
良
県
長
火
口
寺

ほ、
J
r
い
一
天
平
九
年
、
越
後
魚
沼
郡
藤
原
里
（
現

j
一
在
の
新
潟
県
六
日
町
）
八
海
山
の
麓
に
行

け
ん
基
菩
薩
が
聖
武
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
創
建

ム
簿
一
し
た
真
言
宗
豊
山
派
の
名
刺
で
あ
る
。

U
M
一
慶
長
六
年
、
上
杉
景
勝
八
ム
が
米
沢
移
封

／
一
の
際
、
僧
能
海
が
随
従
し
、
同
士
寸
を
上
杉

域
内
二
の
丸
内
に
造
営
し
た
。
正
保
二
年

一
に
は
「
院
室
、
兼
帯
」
の
号
が
贈
ら
れ
、
土
寸
格

ま
た
、
八
代
市
川
治
部
大
輔
信
房
は

代
々
属
し
て
き
た
武
田
家
を
離
れ
て
謙
信

に
誓
詞
を
も
っ
て
味
方
し
た
。
以
後
、
明

治
維
新
に
至
る
長
い
歳
月
を
上
杉
家
と
共

に
歩
む
こ
と
に
な
る
。

六
代
能
一
房
の
孫
、
本
悦
は
、
幼
少
よ
り

出
家
し
て
信
州
常
慶
院
に
あ
っ
た
が
、
関

ケ
原
合
戦
の
あ
と
上
杉
家
と
共
に
米
沢
に

移
り
、
米
沢
常
慶
院
を
中
興
す
る
。

本
堂
裏
一
の
墓
地
に
上
杉
藷
再
興
の
功
臣
、

竹
俣
美
作
当
綱
の
墓
が
あ
り
、
墓
碑
銘
は
鷹

山
の
師
細
井
平
州
の
撰
書
で
あ
る
。

な
お
、
万
年
堂
群
は
知
将
直
江
兼
統
の
創

案
と
さ
れ
、
同
院
は
上
杉
家
一
色
の
感
が
深

’ν
 

住所米沢市南原横掘町

2 8 4 4 
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は
中
本
山
と
な
り
、
米
沢
鎮
内
真
言
宗
の

総
元
締
と
な
っ
た
。
慶
長
以
来
、
域
内
御

堂
（
謙
信
耐
堂
）
の
供
養
職
筆
頭
寺
院
で
あ

っ
た
が
、
明
治
の
廃
蒋
置
県
、
破
域
令
な

ど
に
よ
っ
て
明
治
三
年
、
歴
代
藩
主
の
廟

所
の
守
護
を
勤
め
る
べ
く
現
在
地
に
移

り
、
上
杉
家
の
菩
提
寺
と
な
る
の

以
降
、
「
専
修
学
林
寺
」
と
し
て
僧
椙
の

養
成
を
主
務
と
し
て
き
た
が
、
終
戦
後
は

一
般
寺
院
と
し
て
白
、
王
体
制
を
と
り
、
西

部
幼
稚
園
な
ど
併
設
、
今
日
に
至
る
。

［
、
手
な
行
事
］
・
元
日
一
修
生
会

－
春
彼
岸
中
日
大
般
若
会

＠
五
月
十
五
日
青
葉
ま
つ
り

・
秋
彼
岸
中
日
秋
彼
岸
法
会

警護翻踊臨審開智gg調圃

オーこ堂に上杉家歴代藩主の位

仰をまつる霊屋、善光寺如来尊

抗び、に県指定文化財の宝物4

泥足毘沙門天（謙信帰依）、

吉谷不動尊な正午を奉安する。

また域内には幸寿丸墓、失

！毛恢三印墓、景勝への殉死者

主池田成章墓、上杉茂憲公句

｛呼などがあり、隣接して国指定

'1:'_~；／Fの上杉家m1瞬j:ifiーがある。

軍司隈隈哩掴踊密露十匂一

陽春には枝垂れ桜に彩られる法
音寺山門、その奥に本堂がある。

米沢市御廟一丁自
内

L2
4
 「。

電話番号 02 3 8 ( 2 2) 2 0 9 5 

FAX 0238(21)0817 

注所
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1ム え比 策VJ女単 を祈 願し て

奉安された五百羅漢

ー中条病院より東100m
．境内に駐車場（30台分）
－山交ハス中央5丁目下車1分

宅診

＂たJ/f:.国 l'RV／＝帆足切」 (.YJ._, J」ーL’lj，.宮、μ孔 A

の墓を守護する照陽寺の本堂

札～～一議

しょっょっじ

圃米坂線南米沢駅より西300m

．山交ハス城南4丁目下車、 3分
・門前に駐車場（15台分）

Jrii原達室事語翻1躍 E週睡i酷圏しょうようじ

照陽寺
園田E接調闘部署星郡藤声圃置

楠
裕
行

万用 山

踊
住
職
三
十
七
世

聞
宗
旨
曹
洞
宗

掴
創
立
文
明
八
年
（

1
4
7
6）

園
開
山
明
翁
覚
永
禅
師

園
開
基
尾
崎
政
重

圃
本
尊
釈
迦
牟
尼
仏

富
本
寺
白
鷹
町
瑞
龍
院

上
杉
落
ゆ
か
り
の
大
悲
観
世
音
菩
薩
、

五
百
大
羅
漢
を
寺
宝
と
す
る
曹
洞
宗
の
古

利
。
信
州
飯
山
城
の
大
守
尾
崎
政
重
を
開

基
と
し
て
文
明
八
年
創
建
さ
れ
た
。

慶
長
一
一
一
年
三
月
、
上
杉
景
勝
が
豊
臣
秀

吉
の
命
に
よ
り
会
津
に
移
封
な
っ
た
際
、

ー
こ
れ
に
従
っ
て
守
も
檀
家
の
士
族
と
共
に

一
F

会
津
領
に
移
り
、
こ
の
寺
閣
は
現
在
も
残

0:1 

っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
景
勝
が
徳
川
家
康

の
命
に
よ
り
慶
長
六
年
、
米
沢
に
移
っ
た

際
も
同
寺
は
当
地
花
沢
村
に
転
住
、
堂
宇

は
同
年
十
月
一
日
、
造
成
な
っ
た
。

正
保
二
年
八
月
十
八
日
、
直
江
山
城
守

兼
続
夫
妻
は
じ
め
嫡
子
平
八
の
霊
牌
を
安

置
す
る
牌
寺
と
な
り
、
上
杉
家
奉
行
職
の

平
林
正
興
の
下
屋
敷
（
現
在
の
境
内
）
の

土
地
の
寄
進
を
受
け
て
寺
閣
を
建
立
、
現

在
に
至
る
。

ま
た
、
天
明
の
大
飢
鐘
に
心
痛
め
た
同

寺
二
十
七
世
の
宗
岳
大
和
尚
は
五
穀
豊
穣

を
祈
願
し
、
広
く
有
縁
の
志
を
勧
誘
し
、

米
沢
郷
土
の
仏
師
遠
藤
亀
次
に
五
百
羅
漢

を
謹
刻
さ
せ
民
衆
の
安
寧
を
祈
願
し
た
。

大羅漢堂に安置の五百羅i￥~

（＇~＇.は寄木造りで鉱物性の顔料

τ使って美Lく彩色。さらに

その守一人 人が異なった表情

d子つ独特の仏像群。

このため、参詣者は身近な

兄弟、血族の面影を宿す

仏｛象を探し出しj主んごろに祈

願する習わしが市くから続い

ている。

緑樹に包まれ清楚にf宇む

東源寺本堂

三
十
二
世

襲
宗
冨
曹
洞
宗

醒
創
立
永
禄
元
年
（
1
5
5
8
）

輔
関
山
大
徹
宗
令
禅
師

覇
開
基
上
杉
憲
政
公

富
本
尊
南
無
釈
迦
牟
尼
仏

醐
醐
本
寺
神
奈
川
県
大
本
山
線
持
寺
。
末
＋
守
一
ヵ
寺

上
杉
意
政
公
が
戦
陣
の
守
護
神
と
し
た

j
一
虚
空
蔵
菩
薩
を
ま
つ
り
、
憲
政
公
の
墓
が

［

一i
一
あ
る
曹
洞
宗
の
寺
院
。

：

↑

 

立
百
一
一
一
信
州
海
安
寺
の
徒
弟
、
龍
古
和
尚
が
器
一
耳

、、I

，48
出

－J
ι

水
行
脚
し
、
越
誌
の
国
春
日
山
の
市
に
白

E
一
一
五

「
仁
一
一
龍
山
生
養
寺
と
い
う
一
寺
を
開
創
し
た
。

一
間
基
は
当
時
、
関
東
管
領
の
上
杉
憲
政
八
ム
。

同
寺
は
元
亀
三
年
照
時
寺
と
、
後
に
山
号

情
藤
吉
定

米沢市中央5丁目
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そ
れ
ぞ
れ
改
め
ら
れ
た

v

慶
長
三
年
、
上
杉
家
が
豊
臣
秀
吉
の
命

に
よ
っ
て
会
津
に
移
封
さ
れ
た
時
、
同
寺

も
こ
れ
に
従
い
、
次
に
徳
川
家
康
に
よ
り

再
度
国
替
え
の
あ
っ
た
同
六
年
、
米
沢
の

地
に
移
転
し
た
。

当
時
、
南
原
の
地
に
仮
堂
を
造
営
し
た

が
、
寛
、
水
十
一
年
、
現
在
地
に
堂
宇
を
建

立
し
た
。

降
っ
て
正
保
一
一
年
の
南
一
時
天
乗
和
尚
代

に
意
政
の
守
護
神
、
福
満
虚
空
蔵
尊
を
安

置
す
る
堂
宇
を
建
て
、
ま
た
明
和
四
年
に

金
毘
羅
堂
を
造
立
し
た
。

嘉
永
六
年
、
本
堂
、
庫
裡
を
全
焼
し
た

が
、
同
年
再
建
し
今
日
に
至
る
。

境内には本堂、開山堂はじめ

由緒秘める五輪塔、万年堂な

どが整然と建ち並び、上杉家

ゆかりの寺らしい格式あるf宇ま
いとなっている。寺宝もまた上

杉箪用の先陣用具が多数保存

され、武場を誇る戦国武将の

往時をしのばせる。

関東管領の要職にあったが、永

禄4年、管領職及び上杉姓を謙信

に譲った上杉憲政公の墓

住所米沢市域南5丁自
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緑色の大量根、閑静な仲まいが独特な浄円寺本堂

重量

重警

・米沢市玄北部小より南東700m

．境内に新駐車場（10台分）
・山交パス中央5丁目下車4分

J ょっえんじ士設計の格調高い龍泉寺本堂
リゆ－~ －にLr：νν 

・JR米沢駅より西1k
－山交ハス相生町下車、 1分
・境内に駐車場（20台分）

謹
住
職
十
七
世
長
沼
利
生

じ
ユ
「
」
薗
宗
旨
真
宗
大
火
口
派

一
ん
ゴ
一
、
町
一
圃
創
立
慶
長
六
年
（
1
6
0
1
）

一
え
口
J
～
園
開
基
稲
田
善
芸
法
師

三つ

1
4
一
富
本
尊
阿
弥
陀
如
来

一
一
ハ
伊
…
圃
本
寺
京
都
市
東
本
願
寺

；
－
樹
齢
百
四
十
余
年
の
大
ケ
ヤ
キ
が
茂

U
戸
り
、
東
本
願
寺
十
二
世
宣
如
上
人
よ
り
賜

叶
訂
っ
た
本
尊
を
ま
つ
る
真
宗
大
谷
派
の
寺
院

府
間
で
あ
る
。

涌
慶
長
六
年
一
二
月
二
十
日
、
越
後
か
ら
会

i
（
 

一
4
1
1
一
津
に
移
封
し
た
上
杉
景
勝
に
従
っ
て
会
津

一
一
』
↓
一
に
米
た
善
芸
法
師
（
新
潟
県
高
田
市
、
滞

緩
興
寺
十
四
世
）
が
一
寺
を
建
立
し
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
る
。

るが徳同
0 j示太三
え子世
ナ‘の

あ主名
っ閉がで時壇場出開問醐組組鯵

セ望号 本堂正面に上げられた山号額

E影て人 源しと十に寛来て
守にあのま了てあ二て永玄本こ

自主交印た主 i手り世、十像尊の
ら＇.£ ~） と、あ円、宣東ーの阿所
かのヂ願宣之寺願如本年裏弥証
で裏、主如 0三主上願仲詰：陀」

あ書聖に上 世 と 人 寺 夏 に 如 し

置彊彊薯罫署理覇軍謹書瞳

境内の北丙側仁そぴ、える樹

高20mに達する大ケヤキは同

寺川社干［！尚の移憾とされ、 4対歯b
140余年の銘木である。

一方、元禄の頃、植栽された

と伝えられる百日紅は本堂前

を鮮やか仁彩り、参詣者を和ま

せているn

芳
賀
誠
純

ー

↓

一

光
e

二
尊
、
善
光
寺
式
の
阿
弥
陀
如
来

，U
を
安
龍
し
、
長
井
庄
の
地
頭
、
大
江
時
唐

沢
を
開
基
と
す
る
閉
土
宗
の
古
利
。

一
＼
慶
長
一
二
年
、
嘆
蓮
社
良
賛
上
人
に
よ
り

一
ノ
閉
山
さ
れ
た
が
、
大
正
六
年
の
米
沢
大
火

で
土
寸
史
及
び
財
宝
の
一
切
を
焼
失
。

本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
座
像
は
鎌
倉
時
代

置甜自陪寄留置揮髭脇島窪早曹

寺宝として伝わる浬繋橡掛け

軸（臨15m、縦3m）は1,250年

前、唐より伝来した草木染の総

刺繍の逸品わ紅のないu寺代の

作ながら鮮やかな色調が施さ

れ、年1回、 1日だけの供養、

公開のたび鑑賞者を感時させ

ている。

門前を彩る大銀杏

住所米沢市中央5丁目
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治
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U

ま
た
、

ごい
1
L
7
1
P
F
1
い
じ
二

r子
、
う

2
・向

d

可
J
p
l
ド
ア
ド

u
n
H行
r
h

i
刈

y
二一

R
・
J－T
、7
4
一、－
Z
F
f
J』
羽
羽
目
F
Mア
N
h
r
古
今
升

立
像
は
も
と
信
州
水
内
部
栄
村
に
あ
っ
た

が
、
領
、
玉
上
杉
景
勝
の
転
封
と
共
に
米
沢

の
地
に
移
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

火
災
後
再
建
さ
れ
た
現
在
の
本
堂
は
明

治
神
宮
な
ど
設
計
し
た
建
築
界
の
第
一
人

者
と
し
て
著
名
な
伊
東
忠
太
博
士
（
米
沢

市
出
身
、
文
化
勲
章
受
賞
者
）
が
直
接
手

が
け
た
由
緒
あ
る
も
の
。
ま
た
、
同
博
士

が
伊
東
家
先
祖
の
菩
提
を
弔
う
五
輪
塔
二

基
が
建
ち
並
び
、
博
士
の
偉
業
、
孝
心
を

し
の
ぶ
郷
党
の
香
華
が
い
ま
も
絶
え
な

い
。
ま
た
、
戊
辰
の
役
で
自
刃
し
た
会
津

藩
の
忠
臣
堀
粂
之
助
の
葉
一
が
あ
る
。

忠臣堀粂之助の墓

住所米沢市大町4丁呂
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ベ
｝
活
川
念
日
川
伶
黒
柳

曜導
れ t



リんぜんじ
ーL'Iン泊、」アてV』 ιヒ，＂－己災リ， v ＇、 C J」

林泉寺本堂みようえんι~v←「「，，.，，』ノ＇－. 1.J..A. コ司てに－ 11,,／」

妙園寺本堂

・－吋.......鴨脚司ト寸Pム』一町一一一 一ーーー一司

も

－山大工学部より11§100『n
．境内に新駐車場（30台分）
－山交ハス工学部前下車5分

. JR米沢駅より西1.4k
－山交パス大町4丁目下車2分
”境内に駐車場（10台分）

菊
池
伸
之

薗
住
職
五
十
五
世

盟
宗
旨
曹
洞
宗

圏
創
立
明
応
五
年
（
1
4
9
6）

園
開
山
宗
猷
大
光
禅
師
曇
英
慧
鷹
大
和
尚

置
開
基
越
州
大
守
長
尾
能
景

園
本
尊
釈
迦
三
尊

副
本
寺
群
馬
県
讐
林
寺

末
寺
三
十
一
ケ
寺

川
土
寸

せ泉川林山

創

建

以

来

、

長

尾

上

杉

家

歴

代

の

信

日
一
仰
厚
く
、
名
将
直
江
兼
統
廟
所
と
し
て
も

ゴ
芋
一
一
著
名
な
官
洞
宗
の
名
刺
で
あ
る
円

－
一
一
天
文
七
年
、
米
沢
上
杉
の
始
祖
謙
信
は

七
歳
の
時
当
寺
に
入
り
、
七
世
天
室
光
育

禅
師
の
も
と
参
禅
に
目
覚
め
た
。
一
一
代
景

1ヴQ

勝
は
会
津
か
ら
移
封
後
の
元
和
三
年
、
菩

提
寺
林
泉
寺
を
越
段
高
田
か
ら
現
在
地
に

移
し
た
。

そ
の
佐
、
名
君
と
植
わ
れ
た
上
杉
鷹
山

が
十
七
歳
で
家
督
相
続
し
た
折
に
同
寺
春

日
大
明
神
の
填
前
に
立
志
の
誓
詞
を
捧
げ

た
な
ど
、
同
寺
の
格
式
を
し
の
ば
せ
る

数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
わ
る
。

苔
む
す
直
江
兼
統
夫
妻
の
万
年
拡
口
、
武

田
信
清
の
五
輪
塔
（
共
に
県
史
跡
）
が
建

ち
並
ん
で
往
時
を
し
の
ば
せ
、
い
ま
も
舌

華
が
絶
ょ
ん
な
い
。

［
禁
事
、
ご
紋
日
］

＠
元
朝
祈
願
・
盆
行
事
伺
ふ
れ
あ
し
観
音

＠
蹴
八
摂
心
・
日
曜
参
禅
会

襲撃弾蹴榔愚鑑翻細圃
古い墓地に二代景勝公の正

（人形均瑠璃の八重垣姫

モ.－；j ｝レ）や｛呆科正之の在良で会津

にとii手ばれた続姫の基があ

；~.一方、境内の宝物館には ll!iJ

'f!'..77,lil高、十六羅漢けつミ幅）岩

1i1l{tl碁図など、上杉城下町にふ

二：わしい文化財が保存され、－

t主主詣容に公開されている。

－れ一服－大

安
馨
栄
祥

櫨
住
職
三
十
九
世

一
関
宗
嵩
日
蓮
宗

；

色
A

圃
醐
創
立
嘉
元
四
年
（

1
3
0
6）

一
平
一
ベ
リ
一
盟
関
山
久
成
坊
日
尊
聖
人

え
司
社
↓
盟
関
基
不
詳

う
持
佳
一
回
輯
本
尊
本
門
寿
量
の
御
本
尊

よ
れ

y
…
覇
本
寺
京
都
市
要
法
寺

み
会
U
戸
一
一
覇
総
本
山
山
梨
県
身
延
山
久
遠
寺

E
E
g
t
 

d
・
鎌
倉
段
期
日
蓮
大
聖
人
入
滅
後
、
二
十

因
四
年
目
の
嘉
一
冗
四
年
八
月
八
日
、
玉
野
太

丈
夫
阿
閤
梨
日
尊
聖
人
の
関
山
】
同
年
八
月

i
↑
 

二
十
五
日
に
正
八
幡
大
菩
薩
を
開
眼
依
安
心

以
来
「
米
沢
八
幡
い
「
柳
町
八
幡
堂
し
と

し
て
尊
崇
さ
れ
、
伊
達
政
宗
も
よ
く
参
詣

米沢市林泉寺1・2-3

0238(23)0601 

0238(23)0629 

電話番号

rAX 

住所

1 11え

店
長
一
一
年
、
ト
山
一
江
兼
統
が
米
沢
に
入
部

し
た
時
に
は
川
川
町
は
妙
円
寺
た
判
二
軒
あ

る
の
み
で
、
問
丁
四
方
、
三
万
坪
の
境
内

を
有
し
た
、
山
形
県
最
古
の
日
蓮
宗
寺
院

刊にある一一

本
沢
八
幡
と
厄
除
鬼
子
母
神
は
両
尊
堂

と
し
て
奈
杷
さ
れ
て
い
る
一
い
一
数
度
の
大
火

に
よ
っ
て
記
録
を
焼
失
し
た
が
、
市
歴
史

資
料
に
よ
り
し
し
百
年
の
歴
史
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

［
祭
事
、
ご
縁
日
］

e元
日
一
祈
祷
会
$
鬼
子
母
神
取
子
祈
願

＠
孟
雨
盆
施
鍛
児
会
轟
曹
関
連
星
禁

。
信
行
会
（
毎
月
行
一
矧
）

の一本彫で造られた七尺

戸大きさで、県内最大の鬼子母

仰は厄除け尊"fr/1とLて、県内外

・：・込らの参詣？？が絶えなしゐ。

なお、家庭児童相談カウンセ

リングも受け付けている。

米沢市大町4丁目

3-9 

0 2 3 8 (2 2) 5 4 6 6 

0 2 3 8 (2 2) 1 0 8 8 

調車E議撞穆翫書描毘長霊童置γ 翠

瞳轟藍空
県内最大の鬼子母神

住所

電話番号

FAX 


